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P t
低速ハ イブ リッ ド型 二 重反転プ ロ ペ ラポ ッ ドプ ロ パ

　　　　　　　ル サ推進船の 推進性能

　　　右近　良孝、川並　康剛、長谷川　純、

　　　深澤 純
一
、藤沢　純

一
、佐々 木　紀幸

　　　　　　　　　平成20年ll月

　　　　　 日本船舶海洋工 学会講演会論文集

　省エ ネ船 と して最 も合理 的な方法 は、流体 力学的に高効率

な推進 シ ス テム の 採 用 であ り、そ の
一

つ に二 重反 転プ ロ ペ ラ

が ある。在来型 の 二 重反 転プ ロ ペ ラ推進船に 変わ る もの とし

て、後方プ U ペ ラをポ ッ ド式プ ロ パ ル サで 駆動 させ るハ イブ

リッ ド型 方式が あ り、高速 内航 フ ェ リーや 漁船に も適用 され

て い る。しか しな が ら、こ の 推進船 につ い ての 水槽 試験結果

や推進性能の 向上度につ い て記述され てい る論文が 少 ない。

　本論文で は、ハ イブ リッ ド型二 重反転プ ロ ペ ラポ ッ ソ プ ロ

パ ル サ の 単独 性能試 験法 と解析結果や この 推 進 シ ス テ ム を

搭載 した 26，000DWT の プ ロ ダク トキ ャ リアの 推 進性能 試験

の 結果 につ い て報 告す る とともに在来船型や通 常型ポ ッ ド

プ ロ パ ル サ推進船と対比 して 、馬力低減度につ い て 検討 した

結果、63％ に な る こ とを報告する。

AstUdy 　o皿 numerical 　m 〔Udeling　for

　　　　the　parametric　ro 皿ing

　　　　　　　 ／亅・丿［Fmail孝

　　　　　　 平成21年6月

10th　internatiomi　Conference　on 　Sta1〕ility　of

　 Ships　 and 　Ocean　Vehicles（STAB2009）

　IMO 新 世代非損傷時復原 性基 準 の 策定対象で あ る事故シ

ナ リオ の うち、パ ラメ トリッ ク横揺れ に つ い て検討を 行っ た。

パ ラメ トリ ッ ク横揺れ が激 し く発生 する よ うな条件下で ヒ

ー
リン グモ

ー
メ ン トを計測 し、著者 らが開発 した推 定法 の検

証 を行 っ た。こ の 結果 を もとに、パ ラメ トリッ ク横 揺れ を直

接推 定す るための 適切 な数値モ デル の 検討 を 行っ た。
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図 パ ラメ トリッ ク 横揺れ と波周期の 関係 （正 面 向波〉
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AstUdy 董br　the　effeCt 　 of 　correlation 　betw   n

winds 　 and 　waves 　on 山 e　capsiZing 　probab丗 ty

　　　　 under 　dead　ship　condi “on

　　　　　　　　 小川剛孝

　　　　　　　 平成21年 6月

　 10th　Intemational　Cenference　on 　Stability　of

　　 Ships　 and 　Ocean　 Vehicles（STAB2009 ）

　IMO 新世代非損傷時復原性基 準で 考慮すべ き事故 シ ナ リ

オの ひ とつ で あるデ ッ ドシ ッ プ状態 の復原性 につ い て、波 と

風の 相関が転覆確率 に及ぼす影響を検討 した。

　波浪追算デ
ータを用い て、波 と風の 相関を調べ た。また、

区分線形近似法に よ り転覆確率を推定 し、ビ ュ
ーフ ォ

ート階

級表で の相関を用い て推定 した転覆確率 と比較 した。この 結

果、ビ ュー
フォ

ート階級表 の相 関 を用い る こ とで 適切 に転覆

確 率が推 定で き る こ とがわか っ た。
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図 波 と風の 相 関が転 覆確 率 に及 ぼす影 響

バ ッ トシ フ ト継手における脆性き裂の 伝播挙 動

一 溶接継手脆性き裂伝播の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン

　　　　　　　　 （第3報）一

　　　　 吉成　仁志 、 粟飯原 周 二

　　　　　　　　平成21年6月

　　　　 日本 船舶海洋 工 学会論文集第9号

　 メガ コ ンテ ナ船の バ ッ トシ フ ト継手 部にお け る脆性 き裂

の 伝播挙動 を数値 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン に よ っ て詳 細 に調べ

た。実 際に は 、バ ッ トシ フ ト継 手 の 間隔 は様 々 で あ り、定

量的 に 検討 され た例 はほ とん ど無い 。継 手か ら継 手 へ とき

裂が乗 り移 る こ との な い よ う間隔 を適切 に決 め なけれ ば

な らない 。こ こ で は、ハ ッ チ サイ ドコ
ー

ミン グとア ッ パ ー

デッ キ をモ デル 化 し、間隔や初期 き裂長などを変えなが ら

伝 播 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を実施 して、適切 な継手 間隔にっ い

て考察 した 。 お よそ、間隔 を30〔hnm 以 上 とすれ ばき裂の 乗

り移 りは ない こ とを明 らか に し た。
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図　バ ッ トシ フ ト継手 で の き裂 の 乗 り移 り例
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